
令和７年度博物館職員等在外派遣事業
オンライン報告会 2026年3月17日

台湾の美術館・研究施設における多様な取り組み

山梨県立美術館 学芸員 森川もなみ



山梨県立美術館の概要と参加の背景

1978年設立、2028年に50周年を迎える
ミレーとバルビゾン派、山梨ゆかりの近現代美術を収集
特色を生かしつつ時代に即した美術館となるために模索
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• 国立台湾美術館（台中市）

• 国立台南芸術大学芸術創作理論研究所（台南市）

• 北師美術館、太平国小博物館（台北市）

• 中央研究院歴史語言研究所（台北市）

• 横山書法芸術館（桃園市）

• 新北市美術館（新北市）

派遣先一覧 （令和7年9月3日～11月30日）
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台湾における近現代美術館設置の状況
※は派遣機関

・1983年 台北市美術館
・1988年 国立台湾美術館※
・1994年 高雄市立美術館
・2001年 台北当代芸術館
・2011年 北師美術館※
・2019年 台南市美術館
・2021年 横山書法芸術館※
・2024年 桃園市児童美術館
・2025年 新北市美術館※、

太平国小博物館※、
台中市美術館

・2026年 桃園市立美術館（予定）
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北師美術館
所在地：台北市 設立：2011年
・国立台北教育大学附属の美術館
・メトロポリタン美術館から約120点の石膏像の寄贈
を受けて設置。11点を常設展示。
・OPM（One Piece Museum）プロジェクトによる
学校教育現場での作品活用。
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One Piece Museum 百聞不如「一件」館校合作計画（百聞は「一件」に如かず博学連携プロジェクト）

・石膏作品を学校に１件貸し出し、学校の中で児童や生徒が美術に直接ふれられる体験を提供
・美術館と学校が連携してカリキュラムを作成
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太平国小博物館
所在地：台北市 設立：2025年
・太平国民小学附属の美術館
・所蔵品は台湾の重要な彫刻家で卒業生でもある黄土水
（1895〜1930）の《少女》《男嬰》2点のみ
・OPM（One Piece Museum）の理念を体現
・卒業生によるボランティア活動が運営を支える
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中央研究院 歴史語言研究所
所在地：台北市 設立：1928年（広州）
・総統府直属の最高学術研究機関
・歴史、考古、言語、宗教などを研究
・図書館、歴史文物陳列館、資料のアーカイヴと
デジタル化を担う「档案館」を設置
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横山書法芸術館
所在地：桃園市 設立：2021年
・桃園市が設置する美術館のひとつ
・書をテーマとする台湾唯一の美術館
・横山書芸ビエンナーレを開催
・2023年台湾建築賞最高賞
・派遣中は台湾女性書家の企画展開催
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桃園市立児童美術館
所在地：桃園市
設立：2024年
・桃園市が設置する美術館
・台湾唯一の子どものための美術館
・派遣中はシンガポール国立美術館共催の現
代アート展を開催
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新北市美術館
所在地：新北市 設立：2025年
・陶芸のまち鶯歌に設置
・20世紀以降の芸術作品を所蔵
・「全民美術館」をポリシーとする
・派遣中は建築展、90年代の新北の芸術を紹介する企
画展等を開催
・地域活性化、MRT駅の新設
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国立台湾美術館
所在地：台中市 設立：1988年
・台湾近代美術から現代アートまで22,000点収蔵
・台湾美術史の構築に重要な役割を果たす
・「重建台湾芸術史計画（台湾芸術史再建プロジェクト）」
・派遣中は台湾美術ビエンナーレ、席德進個展、コレクショ
ン展を開催
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国立台南芸術大学
芸術創作理論研究所
所在地：台南市 設立：1996年
・造形芸術、建築、キュレーション、
美術史など多様な研究
・近年はAI分野に注力
・台南市美術館との連携
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台南市美術館
所在地：台南市 設立：2019年
・1931年の建築を利用した1館、
板茂が設計した2館で構成
・今後は2館が国立美術館となる予定
・台南芸術大学との連携
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まとめと成果の活用

・派遣機関の美術館、研究施設にみられた共通点
→ 多様な言語や文化、アイデンティティ、歴史認識を前提とした取り組みが
意識されており、さまざまな背景を持つ人々が互いの存在や価値観を尊重。多
数派の人々が少数派の人々について学び、絶えず自己や社会を見直そうとする
姿勢を持つ。

・今後に向けて
→ 所属する山梨県立美術館にて、50周年の節目を迎えるにあたり、多様な利
用者のための包括性、地域文化の見直しと連携、デジタル化、アーカイヴの整
備、コレクションの活用方法、教育普及事業など、今回の派遣で得た知見を活
かしたい。
→ 館外においても情報共有をおこない、共通の問題意識を持つ施設と交流を
図り、課題解決に役立てていきたい。

20



このたびの派遣事業に参加させていただき、誠にありがとうございました。

本事業に関わるすべての皆様、台湾で貴重な知見と情報を教えてくださった各派遣
機関の皆様、本日発表をお聞きくださった皆様、どうもありがとうございました。


	スライド 1:  　令和７年度博物館職員等在外派遣事業 　オンライン報告会　2026年3月17日  台湾の美術館・研究施設における多様な取り組み
	スライド 2: 山梨県立美術館の概要と参加の背景
	スライド 3: 派遣先一覧　（令和7年9月3日～11月30日）
	スライド 4: 台湾における近現代美術館設置の状況 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※は派遣機関
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22

